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経済危機対策に4億2652万円経済危機対策に4億2652万円　
議会半期交替スタート
合併問題　２議員が町政をただす
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夢に向かって走れ
「まどかカップ」



大　塚
梅津新太郎さん

　商売をしていますが、
景気対策が実を結び町民
が潤い商売が繁盛するこ
とを期待してます。

中　郡
渡 部 　忍さん

　雇用対策によりＪＡで
働いています。景気が本
格的に良くなり雇用が安
定することを望んでいま
す。

　６月定例会が６月９日から19日までの11日間の会期で開催しました。
　繰越明許※  ２件、土地開発公社、体育振興公社、ダリヤパークサービス経営状況の報告を受け、補正予
算の専決処分４件、財産の取得１件等が議決された後、条例２件、補正予算５件を各常任委員会、予算特
別委員会で審議しました。
　一般質問には２議員が合併問題、特産品紅大豆等をとりあげ、町政をただしました。
　最終日に、付託された議案の採決後、経済危機対策関連事業の補正予算が上程され、全議案が可決され
ました。また、２件の請願を採択し、国道113号鷹ノ巣道路の事業凍結解除を求める意見書等４件の意見
書を可決しました。 ※「繰越明許」　翌年度に繰越して使用することができる経費。

議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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小中学校の教育用コンピュータを整備

道　

路

水　

道

教　

育

国の補正予算を受けて

経済危機に4億
対策関

連 ６　月
定例会2652万円

25
事
業
を
実
施

国
の
臨
時
交
付
金

２
億
４
７
２
０
万
円

６月定例会のあらまし

（2）議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
の
利
用
拡
大
を
は
か
る
た
め
、

浴
室
整
備
、
屋
根
塗
装
、
宿
泊
棟
客
室
13
室
、
ロ
ビ
ー
、

休
憩
室
の
テ
レ
ビ
更
新
、
湯
量
の
調
査
等
の
事
業
を
行
う
。

ま
ど
か
施
設
整
備

天地人誘客戦略

３
８
０
０
万
円

450万円

1500万円

　ＮＨＫ大河ドラマ「天地
人」人気にあやかり、ダリ
ヤ園内天地人コーナー設置、
歴史マップの増刷等、町へ

の誘客宣伝を行う。
（川西町ゆかりの大国実頼は直江兼続の弟、

ーー 配役　小泉孝太郎）

その他の主な事業
◦小松小学校周辺道路舗装整備 262万円
◦学校施設整備 1590万円
◦地上デジタル化対応テレビ導入 815万円
◦役場庁舎の冷暖房等改修 4512万円
◦ハイブリッド公用車購入 240万円
◦町営野球場整備 1150万円
◦農村環境改善センター整備 650万円
◦町民総合体育館卓球台整備 350万円
◦プレミアム商品券発行補助 420万円
◦緊急雇用創出 1104万円

　町内全域にケー
ブルテレビ網を整
備する事業が実施
されている。加入
促進のため、各世
帯に設置される受
信機購入の費用１
万円の2分の1が
補助対象。

ケーブルテレビ加入促進

　

町
道
の
路
面
の

痛
み
が
激
し
い
箇

所
を
補
修
す
る
も

の
。
雑
魚
田
茨
虫

線
、
玉
庭
東
線
、

南
荒
井
三
枚
床
線

10
キ
ロ
を
舗
装
す

る
。
国
費
補
助
２

分
の
１
。

　

水
道
事
業
は
料
金
値
上
げ
を
行
い
な
が
ら
、
経
営
改
善

に
取
組
ん
で
い
る
が
、
町
水
道
の
給
水
管
は
石
綿
セ
メ
ン

ト
管
が
約
50
キ
ロ
と
県
内
随
一
で
、
こ
れ
ま
で
も
早
急
の

更
新
が
望
ま
れ
て
お
っ
た
。
今
回
約
１
２
０
０
メ
ー
ト
ル

を
整
備
す
る
。

道
　
路
　
補
　
修

水
道
老
朽
管
更
新

教育用パソコン整備

下小松古墳群整備

火災警報器設置

１
億
２
０
０
０
万
円

２
５
０
０
万
円

3591万円

1500万円

207万円

　町内小、中学校の
授業用パソコン、校
務用パソコン、周辺
機器を3591万円で
整備する。

　進入路の舗装、駐車
場敷砂利舗装、遊歩道
整備、看板、トイレの
設置等、古墳群全体を
整備する。

　町条例により、平
成23年までに各家
庭に火災警報器の
設置が義務付けら
れている。 福祉灯
油券交付対象545
世帯に設置される。

東　沢
後藤　勤さん

　今回の高齢者世帯への
火災警報器設置事業は大
変素晴らしいことです。
今後は一般世帯にも期待
します。

議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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補　正
予　算

経済危
機対策

関連

ズームイ
ン

ズームイ
ン

（4）議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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委
員
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夫

副
委
員
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橋　
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一
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員　
　

島
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德
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エ
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巖
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志

新た
な人
事

決ま
る

右
よ
り
議
席
番
号
順　

加
　
藤
　
俊
　
一

島
貫
　
德
右
エ
門

髙
　
橋
　
輝
　
行

金
　
子
　
一
　
郎

髙
　
梨
　
勇
　
吉

佐
々
木
　
賢
　
一

髙
　
橋
　
　
　
忠

　

常
任
委
員
会
の
所
属
は
二
年
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、
５
月
１
日
に
臨
時
会
を
開
催
し
、
所
属

替
え
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
後
期
二
年
の
議

会
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

副
議
長
選
挙
で
は
投
票

の
結
果
、
髙
橋
忠
議
員
８

票
、
島
貫
德
右
エ
門
議
員

７
票
と
な
り
、
髙
橋
忠
議

員
を
選
出
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
、
議
会

運
営
委
員
会
、
議
会
広
報

特
別
委
員
会
の
委
員
選
出

が
行
わ
れ
、
後
期
体
制
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

ま
た
、
町
長
提
案
の
議

会
選
出
監
査
委
員
に
加
藤

俊
一
議
員
を
選
任
し
た
。

　

な
お
、
６
月
定
例
会
に

お
い
て
、
前
期
に
引
き
続

き
町
の
行
財
政
改
革
の
進

み
具
合
の
状
況
を
調
査
す

る
こ
と
と
し
、
行
財
政
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

の
設
置
を
可
決
し
た
。

橋
　
本
　
欣
　
一

斉
　
藤
　
智
　
志

黒
　
澤
　
　
　
巖

淀
　
　
　
秀
　
夫

遠
　
藤
　
章
　
一

髙
　
橋
　
建
　
一

髙
　
橋
　
照
　
夫

齋
　
藤
　
修
　
一

議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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チェック機能を高め
● 

議
　
長
　  

金　

子　

一　

郎

● 

副
議
長
　  

髙　

橋　
　
　

忠

● 

議
会
選
出
監
査
委
員

● 

総
務
文
教
常
任
委
員
会

チェック機能を高めチェック機能を高め
● 

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

● 

議
会
運
営
委
員
会

● 

議
会
広
報
特
別
委
員
会

● 

予
算
特
別
委
員
会

● 

行
財
政
に
関
す
る

　 

調
査
特
別
委
員
会

加　

藤　

俊　

一

提言活動に　力全全提言活動に　力提言活動に　力 ５　月
臨時会

半
期
交
替

ス
タ
ー
ト

副議長に

髙橋 忠 議員

（6）議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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斉藤智志 議員

斉
藤

一
市
一
町
合
併
の

直
接
請
求
が
行
わ

れ
、
３
月
議
会
に
町
長
が

意
見
を
付
し
、
合
併
協
議

会
設
置
規
約
を
提
案
し
た
。

そ
の
と
き
町
長
は
、
き
わ

め
て
重
要
な
案
件
で
あ
り
、

説
明
会
や
意
見
の
聴
取
の

場
が
絶
対
に
必
要
と
述
べ

て
い
る
。

　

合
併
協
議
会
が
設
置
さ

れ
た
場
合
は
、
ど
の
よ
う

な
立
場
で
会
議
に
の
ぞ
ま

れ
る
か
。

町
長
合
併
の
是
非
も
含

め
、
町
民
と
の
意

思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、

「
名
称
」「
合
併
方
式
（
対

等
、吸
収
）」「
合
併
の
期
日
」

「
新
市
の
所
在
地
」
の
合

併
基
本
四
項
目
は
重
要
な
の

で
真
剣
な
議
論
を
行
う
。

斉
藤

新
合
併
特
例
法
の

期
限
で
あ
る
来
年

３
月
ま
で
に
合
併
は
可
能

か
、
ま
た
、
そ
の
後
で
も

合
併
は
す
べ
き
か
。

町
長
新
合
併
特
例
法
の

期
限
内
の
合
併
は
、

き
わ
め
て
困
難
。
来
年
４

月
を
過
ぎ
て
の
合
併
は
、

交
付
税
が
削
減
さ
れ
、
考

え
ら
れ
な
い
。

斉
藤

合
併
協
議
会
は
、

多
く
の
項
目
に
つ

い
て
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に

な
る
。
そ
の
際
の
町
民
に

対
す
る
説
明
や
意
見
集
約

は
ど
う
す
る
の
か
。

町
長
合
併
の
基
本
四
項

目
を
は
じ
め
、
税

金
や
保
険
料
、
補
助
金
、

交
付
税
、
通
学
区
域
の
取

り
扱
い
等
３
０
０
０
を
超

え
る
事
務
事
業
の
調
整
が

必
要
。
合
意
を
得
る
に
は
、

最
低
で
も
一
年
は
か
か
る
。

斉
藤

町
の
運
営
で
大
切

な
の
は
台
所
事
情
。

合
併
し
な
い
と
川
西
町
は

だ
め
に
な
る
の
か
と
の
意

見
も
あ
る
が
、
合
併
に
伴

い
国
か
ら
受
け
ら
れ
る
交

付
税
は
、
お
お
よ
そ
い
く

ら
に
な
る
の
か
。

町
長
今
米
沢
市
と
川
西

町
合
わ
せ
た
交
付

税
額
は
、
１
２
０
億
円
。

こ
れ
が
合
併
す
る
と
六
年

目
か
ら
削
減
さ
れ
、
十
年

後
に
は
92
億
円
と
な
る
。

　

来
年
の
４
月
を
過
ぎ
て

の
合
併
と
な
る
と
、
再
来

年
の
４
月
以
降
は
交
付
税

約
30
億
円
が
削
減
さ
れ
る
。

髙橋輝行 議員

高
橋

２
月
21
日
～
２
月

27
日
の
間
、
合
併

協
議
会
設
置
に
向
け
た
直

接
請
求
を
受
け
、
各
地
で
、

座
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
内
容
が
報
告
さ
れ
て

い
な
い
が
、
ま
だ
整
理
さ

れ
て
い
な
い
の
か
。

町
長
全
て
の
地
区
で
実

施
し
１
３
４
名
の

方
々
に
お
越
し
い
た
だ
い

た
。
最
終
的
な
報
告
は
、

現
在
も
直
接
請
求
の
手
続

き
が
進
行
中
で
あ
り
、
全

体
の
流
れ
の
中
で
適
期
に

示
し
た
い
。

髙
橋

米
沢
市
長
、
米
沢

市
議
会
両
者
と
も

正
式
に
合
併
協
議
会
を
設

置
し
て
、
話
し
合
い
を
し

よ
う
と
決
定
し
た
。
今
後

と
も
合
併
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
す
る
計
画
は
な
い

の
か
。

町
長
現
時
点
で
の
話
し

合
い
は
想
定
し
て

い
な
い
。

続
け
る
こ
と
自
体
想
定
で

き
な
い
。
自
主
自
立
の
観

点
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
団
体
と
の
協
議

が
必
要
で
あ
る
。

役
員
が
借
入
し
支
払
い
さ

れ
た
。
平
成
19
年
度
産
の

精
算
払
い
は
よ
う
や
く
5

月
に
さ
れ
た
。
町
の
支
援

策
は
、
農
商
工
連
携
を
図

り
、
特
色
あ
る
作
物
と
し

て
、
引
き
続
き
「
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
＆
サ
ポ
ー
ト
」
す

る
姿
勢
で
臨
む
。
収
益
性

に
つ
い
て
は
分
析
検
討
す
る
。

髙
橋

平
成
19
年
度
か
ら

町
の
推
進
作
物
と

し
て
奨
励
し
て
い
る
紅
大

豆
の
豆
代
金
が
未
精
算
で

あ
る
が
、
そ
の
状
況
は
。

ま
た
、
町
の
今
後
の
支
援

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

町
長
「
川
西
町
紅
大
豆

生
産
研
究
会
」
の

髙
橋

自
ら
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
あ
る
合
併

問
題
に
つ
い
て
説
明
責
任

を
十
分
に
果
た
し
た
と
思

っ
て
い
る
か
。

町
長
折
に
触
れ
て
議
会

で
説
明
す
る
。

髙
橋

町
長
自
身
、
合
併

で
な
く
、
自
主
自

立
で
進
む
な
ら
そ
の
青
写

真
を
示
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長
合
併
新
法
期
限
内

で
の
合
併
は
現
実

的
に
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

新
法
期
限
後
の
合
併
に
つ

い
て
も
、
合
併
の
議
論
を

議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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紅大豆を町の特産に

合併すると交付税はどうなるか

３
月
ま
で
の
合
併
は
、

交
付
税
の
削
減
も
あ
り
無
理

４
月
以
降
の
合
併
は

あ
り
う
る
の
か

協
議
事
項
は
三
千
に

も
及
ぶ

交
付
税
は
30
億
円
も

減
る

合併すると交付税はどうなるか
町長ー交付税は30億円減る。

自
主
自
立
な
ら
青
写
真
を
示
せ

紅
大
豆
の
振
興
策
は

座
談
会
の
報
告
は

話
し
合
い
の
計
画
は

自
主
自
立
な
ら
青
写
真
を
示
せ

町
長

－

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
団
体
と
協
議
す
る

一　般

質　問

（8）議 会 だ よ り議 会 だ よ り

平成21年６月30日発行
第98号（9）



　

置
賜
広
域
行
政
事
務
組

合
の
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
ご
み
焼
却
施

設
）
へ
の
搬
入
路
、
余
熱

利
用
施
設
の
ア
ク
セ
ス
道

路
は
、
道
路
幅
が
狭
く
、

自
動
車
の
す
れ
違
い
に
も

支
障
が
あ
り
、
改
修
整
備

が
要
望
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
道
路
は
河
川
敷
で

あ
る
た
め
国
土
交
通
省
と

協
議
が
続
け
ら
れ
、
協
議

が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
拡

幅
整
備
に
着
手
す
る
。

　

事
業
に
は
、
高
畠
町
の

町
道
認
定
が
必
要
で
あ
る

が
、
一
部
川
西
町
分

（
51
・
５
㍍
）
が
あ
る
た

め
、
区
域
外
認
定
の
承
諾

を
求
め
ら
れ
た
。

　

工
事
内
容
は
、
夏
目
橋

を
起
点
と
し
、
延
長
１
４

４
０
㍍
、
幅
員
５
・
５
㍍
、

総
事
業
費
２
億
１
２
０
０

万
円
。
12
月
に
発
注
予
定
。

　
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

企
業
立
地
促
進
法
の
特

例
を
活
用
し
、
工
場
敷
地

の
緑
地
率
を
10
％
ま
で
緩

和
す
る
条
例
が
可
決
さ
れ

た
。

企
業
立
地
促
進
法

の
集
積
エ
リ
ア
に

指
定
さ
れ
る
と
、
企
業
に

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
か
。

産
業
振
興
課
長　

企
業
に

は
、
固
定
資
産
税
を
三
年

間
免
除
す
る
。
町
は
そ
の

75
％
を
国
か
ら
地
方
交
付

税
で
補
て
ん
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
設
備
投
資
の
特

別
償
却
や
所
得
税
・
法
人

税
等
の
軽
減
措
置
が
は
か

ら
れ
る
。

　
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

質
　
疑

問

新　校　名

平
成
23
年
４
月
に
開
校
す

る
新
し
い
中
学
校
の
名
称

を
「
川
西
中
学
校
」
と
す

る
条
例
を
、
総
務
文
教
常

任
委
員
会
で
審
査
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、玉
庭
小
・

中
学
校
寄
宿
舎
の
よ
う
に
、

今
後
利
用
が
見
込
め
な
い

施
設
や
、
統
合
に
よ
り
生

じ
る
空
き
施
設
等
の
活
用

を
遅
滞
な
く
行
う
よ
う
意

見
を
付
し
て
、
全
員
賛
成

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
、

本
会
議
に
報
告
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
川
西
一

中
、
川
西
二
中
、
玉
庭
中

の
統
合
が
決
定
し
、
一
町

一
校
と
な
る
「
川
西
中
学

校
」
の
開
校
に
向
け
準
備

が
進
め
ら
れ
る
。

　
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

議 会 だ よ り議 会 だ よ り

平成21年６月30日発行
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拡幅される搬入路

条　例

新しい

中学校
に

期待しま
す！

川西一中生徒会長  松浦勇太 君、副会長  片倉瑠香 さん

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

搬
入
路
を
拡
幅

企業立地の促進

地面積率緩和

造成予定地（米沢ケミコン）

緑

平
成
23
年
4
月
開
校

「
川
西
中
学
校
」に

（10）議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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議 会 だ よ り議 会 だ よ り

平成21年６月30日発行
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県内初

　

救
急
救
命
体
制
に
万
全

を
期
す
べ
く
、
既
存
の
救

急
車
の
更
新
整
備
を
図
り
、

県
内
初
の
徐
細
動
器
を
装

備
し
た
高
規
格
救
急
自
動

車
を
購
入
す
る
。

　

平
成
20
年
度
に
お
け
る

救
急
事
故
の
発
生
状
況
は
、

出
動
件
数
６
１
７
件
、
搬

送
人
員
６
１
６
人
。
１
日

平
均
１
・
７
回
の
出
動
、

町
民
の
約
29
人
に
１
人
が

医
療
機
関
に
搬
送
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。

　

今
回
の
高
規
格
救
急
自

動
車
の
購
入
に
よ
り
町
民

の
方
々
の
更
な
る
安
心
・

安
全
が
確
保
さ
れ
る
。

購
入
価
格
３
７
６
７
万
円

　
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

◎
勤
労
者
貧
困
層
の
解
消

に
向
け
た
社
会
的
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
再
構
築
を

求
め
る
請
願

　

《
請
願
者
》

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

置
賜
地
域
協
議
会

議
長　

金
子　

浩

　
全
員
賛
成
に
よ
り
採
択

◎
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本

改
正
を
求
め
る
請
願

　

《
請
願
者
》

置
賜
地
域
労
働
組
合

総
連
合

議
長　

渡
辺　

豊

　
全
員
賛
成
に
よ
り
採
択

◎
「
協
同
労
働
の
協
同
組

合
法
」
（
仮
称
）
の
速
や

か
な
制
定
を
求
め
る
請
願

　

《
請
願
者
》

「
協
同
労
働
の
協
同
組

合
」
法
制
化
を
目
指
す
市

民
会
議
や
ま
が
た

代
表　

森
田
眞
理

◎
「
非
核
日
本
宣
言
」
を

求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ

い
て
の
請
願

　

《
請
願
者
》

原
水
爆
禁
止
山
形
県
協
議

会
代
表
委
員　

情
野
貞
一

◎
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

公
費
助
成
に
関
す
る
陳
情

　

《
陳
情
者
》

山
形
県
保
険
医
協
会

　

理
事
長　

國
井
兵
太
郎

　

６
月
13
日
、第
５
回「
ま

ど
か
カ
ッ
プ
」
が
ダ
リ
ア

公
園
で
開
催
さ
れ
た
。
我

町
か
ら
は
、
幼
児
の
部
で

唯
一
５
歳
の
渡
部
空
ち
ゃ

ん
が
先
頭
集
団
を
引
っ
張

っ
て
完
走
。
彼
女
は
、
父

の
影
響
で
自
転
車
に
乗
り

始
め
、
昨
年
ま
で
は
補
助

輪
を
つ
け
て
い
た
。
今
は
、

補
助
輪
か
ら
開
放
さ
れ
、

空
を
飛
ぶ
よ
う
な
感
覚
で

走
れ
て
楽
し
い
と
語
る
。

我
町
に
は
、
自
転
車
で
遊

ん
で
い
る
幼
児
や
小
学
生

が
多
い
、
子
供
た
ち
に
声

を
か
け
参
加
さ
せ
て
ほ
し

い
、
親
子
の
絆
は
必
ず
深

ま
る
、
と
主
催
者
の
中
心

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
「
チ
ー

ム
白
猿
」
の
本
間
さ
ん
は

語
る
。

財　産
取　得

請　願

陳　情

高水準のゆとりと性能
新型高規格救急車購入

緊急出動、緊急搬送にこたえる

請
願
採
択

継
　
　
続

請
願
取
下
げ

陳
情
書

表
紙
の
写
真

　

国
道
１
１
３
号
「
鷹
ノ

巣
道
路
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
６
年
12
月
に
地
域
高

規
格
道
路
「
新
潟
山
形
南

部
連
絡
道
路
」
と
し
て
計

画
路
線
指
定
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
国
に
お
い
て

実
施
さ
れ
た
費
用
便
益
比

の
点
検
結
果
、
費
用
対
効

果
比
率
が
「
１
」
に
達
し

な
い
と
し
、
本
年
３
月
31

日
に
事
業
の
一
時
凍
結
が

発
表
さ
れ
た
。

　

「
鷹
ノ
巣
」
道
路
は
他

に
迂
回
路
が
な
く
関
係
地

域
住
民
の
生
命
を
守
り
、

新
潟
山
形
両
県
の
発
展
に

欠
か
せ
な
い
路
線
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
早
期
の
凍
結

解
除
と
強
力
な
事
業
推
進

を
国
に
強
く
求
め
る
。

　
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

現
行
の
「
過
疎
地
域
自

立
促
進
特
別
措
置
法
」
は

平
成
22
年
３
月
で
失
効
す

る
が
、
過
疎
地
域
が
果
た

す
多
面
的
・
公
共
的
機
能

を
維
持
し
て
い
く
に
は
、

過
疎
地
域
の
振
興
を
図
り
、

　

格
差
社
会
是
正
と
勤
労

貧
困
層
の
解
消
に
向
け
、

全
て
の
国
民
に
仕
事
を
通

じ
た
社
会
参
加
と
所
得
保

障
を
確
立
す
る
た
め
、
社

会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
再
構
築
を
求
め
る
。

　
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
生

活
を
支
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
新
た
な
過
疎

対
策
法
の
制
定
を
強
く
要

望
す
る
。

　

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

雇
用
の
安
定
化
を
図
る

た
め
派
遣
労
働
は
「
臨
時

的
・
一
時
的
」
な
も
の
に

限
定
し
労
働
者
派
遣
法
を

抜
本
的
に
改
正
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

　
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

意見書

国道113号

鷹
ノ
巣
道
路
・
継
続
し
て

工事が凍結された新潟県関川村の鷹ノ巣道路

新
過
疎
法
制
定
を
求
め
る

生
活
・
雇
用
を
守
っ
て

４
意
見
書
を
採
択

鷹ノ巣道路

川西町
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この一年間の議会傍聴者数
平成20年9月定例会 7 人

　　〃　　12月　〃 17 人

平成21年3月　〃 68 人

　　〃　　 5月臨時会 1 人

　　〃　　 6月定例会 5 人

　合　　　　　　計 98 人

議 会 だ よ り議 会 だ よ り

平成21年６月30日発行
第98号

　

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

か
ら
、
合
評
や
意
見
を
い

た
だ
い
て
か
ら
十
年
に
な

っ
た
が
、
こ
の
た
び
六
期

目
の
委
員
を
委
嘱
し
た
。

　

ま
た
、
編
集
の
充
実
を

期
し
て
、
新
た
に
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
委
嘱
し
、
写
真

や
文
章
な
ど
編
集
技
術
の

助
言
を
い
た
だ
く
こ
と
と

し
た
。

い
ず
れ
も
任
期
は
二
年
。

議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー

　

竹
田　

倉
一
（
小
松
）

　

遠
藤　

節
子
（
小
松
）

　

今
泉　

敏
弘
（
大
塚
）

　

竹
田
志
奈
子
（
犬
川
）

　

鈴
木
か
お
り
（
中
郡
）

　

吉
村　
　

徹
（
玉
庭
）

　

佐
藤
千
恵
子
（
東
沢
）

　

島
貫　

清
一
（
吉
島
）

議
会
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

青
木　

督
平
（
大
塚
）

　

鴨　
　

源
一
（
玉
庭
）

　

阪
野　

吉
平
（
中
郡
）

　

小
林　

伸
也
（
小
松
）

　

近
野
ユ
キ
子
（
吉
島
）

農産物加工に関する
視察調査

次の定例会（9月）までの間、各委員会で課題の調査・
研究を行うものです。

教育施設(中学校）の
現状調査

議会だより

次
の
定
例
会
は
９
月
で
す

議
会
傍
聴
に
お
い
で
下
さ
い

ま
ち
の
未
来
が
見
え
る

町民参加の紙面づくり
モ
ニ
タ
ー

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
依
頼

常任委員会　所管事務調査

産業厚生常任委員会 総務文教常任委員会

　

補
助
対
象
は
３
年
生
ま

で
だ
が
、
地
区
内
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
６
年
生
ま
で
受

け
入
れ
て
い
る
。
開
設
時

16
名
が
現
在
26
名
ま
で
増

　

対
象
児
童
は
、
補
助
対

象
と
な
る
３
年
生
ま
で
と

し
て
い
る
。
開
設
時
は
５

名
か
ら
現
在
９
名
に
増
え

え
て
い
る
。
保
護
者
会
を

年
数
回
開
催
し
情
報
交
換

を
密
に
安
全
・
安
心
の
保

育
を
心
が
け
て
い
る
。

て
い
る
。
学
校
と
の
連
携

は
も
ち
ろ
ん
安
全
・
安
心

の
保
育
を
心
が
け
て
い
る
。

追　
跡 あれから……

どうなった！
放課後児童クラブ（学童保育）

民設民営で20年４月よりスタート

ね
ば
り
強
い
働
き
か
け
よ
う
や
く
実
る

　

平
成
20
年
４
月
よ
り
、
保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童
を
預
か
り
、
遊
び
や
生
活
の
場
を
行
う

事
業
と
し
て
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
利
用
者
も
増
え
て
お
り
、
指
導
員
が
交
代

制
で
対
応
し
て
い
る
。

吉
島
児
童
ク
ラ
ブ
「
き
ら
り
」

中
郡
「
す
ぎ
の
子
ク
ラ
ブ
」

吉島児童クラブ「きらり」

中郡「すぎの子クラブ」

（14）議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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「
川
西
町
は
好
き
で
す

か
」

　

好
き
で
す
。
地
域
全
体

が
家
族
み
た
い
で
安
心
で

き
る
と
こ
ろ
が
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

「
高
校
を
卒
業
し
て
福
島

県
内
に
進
学
さ
れ
た
ん
で

す
よ
ね
」

　

高
校
卒
業
し
て
保
育
士

を
目
指
し
福
島
の
短
期
大

学
に
入
り
ま
し
た
。
最
初

は
楽
し
く
過
ご
し
て
都
会

も
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
近
所
に
は
知
り
合
い

も
い
な
い
し
、
挨
拶
し
て

も
返
事
も
な
く
、
す
ご
い

孤
独
を
感
じ
ま
し
た
。

「
将
来
も
（
結
婚
し
て

も
）
川
西
町
に
住
み
続
け

た
い
で
す
か
」

　

微
妙
で
す
ね
。
や
は
り

子
供
が
で
き
た
ら
田
舎
の

ほ
う
が
家
族
や
近
所
の
人

た
ち
が
一
緒
に
育
て
て
く

れ
て
安
心
し
て
仕
事
も
で

き
る
し
子
供
に
と
っ
て
も

い
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

で
も
都
会
に
比
べ
て
雇
用

も
少
な
い
し
、
子
育
て
の

体
制
も
十
分
で
は
な
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
ど
ち

ら
に
も
良
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
ね
。

「
こ
れ
か
ら
子
育
て
す
る

に
あ
た
っ
て
川
西
町
に
望

む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」

　

そ
う
で
す
ね
、
や
は
り

雇
用
の
場
所
を
増
や
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
あ

と
預
か
り
保
育
や
学
童
保

育
な
ど
気
軽
に
子
ど
も
を

預
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ

る
と
安
心
し
て
働
け
る
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
事

業
も
改
正
さ
れ
て
小
学
生

の
入
院
ま
で
助
成
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

他
自
治
体
で
は
通
院
ま
で

助
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
川

西
町
で
も
そ
う
い
っ
た
制

度
を
導
入
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

「
今
後
川
西
町
で
大
切
に

し
て
ほ
し
い
こ
と
は
」

　

現
在
、
犬
川
地
区
青
年

団
に
入
っ
て
活
動
し
て
い

ま
す
が
、
昨
年
か
ら
『
い

ぬ
か
わ
夏
祭
り
』
も
30
年

ぶ
り
に
復
活
し
若
い
人
た

ち
が
集
ま
り
、
地
域
づ
く

り
を
活
発
に
進
め
て
く
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今

年
も
事
務
局
と
し
て
参
加

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
仲

間
作
り
を
絶
や
さ
ず
に
い

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

▼
議
会
の
委
員
会
構
成
替

で
、
議
会
広
報
特
別
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
も
替
わ
っ
た
。

▼
公
開
度
の
高
い
情
報
を

提
供
し
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
広

報
を
目
標
に
編
集
す
る
こ

と
と
し
た
。
▼
そ
の
た
め

に
モ
ニ
タ
ー
制
に
加
え
、

編
集
に
助
言
を
い
た
だ
く

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
委
嘱
し
、

紙
面
の
充
実
を
期
す
。
▼

内
容
を
一
新
し
て
の
編
集

を
心
が
け
、
早
速
的
確
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

た
。
▼
町
民
参
加
型
の
議

会
広
報
を
め
ざ
し
て
一
層

努
力
し
た
い
。　
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奥
おく

　村
むら

　好
よし

　恵
え

昭和59年生まれ、福島学院短期大学
保育部を卒業後、学校法人天笠学園小
松幼稚園に勤務。犬川地区青年団、い
ぬかわ振興協議会教育文化部事務局と
して地域の活動にも参加している。

　

今
回
の
町
民
の
声
は
、
小
松
幼

稚
園
に
勤
務
さ
れ
、
大
勢
の
こ
ど

も
た
ち
と
接
し
て
い
る
奥
村
好
恵

さ
ん
に
、
子
育
て
や
川
西
町
に
つ

い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

町民の声


